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5 2014（平成26年）

　租税負担と社会保障負担の合計が国民所得に占める割合。財務
省によると、厚生年金等の保険料引上げや高齢化に伴い社会保障
負担率が増加すること、景気回復・消費税率引上げに伴い租税負
担率が増加することにより、平成26年度の国民負担率は41.6%で
過去最高となる見通しです。

国民負担率
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国　税／ 4月分源泉所得税の納付
 5月12日

国　税／ 3月決算法人の確定申告
（法人税・消費税等） 6月2日

国　税／ 9月決算法人の中間申告
 6月2日

国　税／ 6月、9月、12月決算法人の消
費税等の中間申告
（年3回の場合） 6月2日

国　税／ 個人事業者の消費税等の中
間申告（年3回の場合） 6月2日

国　税／ 確定申告税額の延納届出に
よる延納税額の納付
 6月2日

国　税／ 特別農業所得者の承認申請
 5月15日

地方税／ 自動車税・鉱区税の納付
 都道府県の条例で定める日

ぼたん
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平
成
十
七
年
六
月
二
十
九
日
、「
会

社
法
」
が
成
立
し
、
翌
年
五
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
前

は
、
会
社
に
関
す
る
規
定
は
、
商
法

第
二
編
、
有
限
会
社
法
、
株
式
会
社

の
監
査
等
に
関
す
る
商
法
の
特
例
に

関
す
る
法
律
（「
商
法
特
例
法
」）
な

ど
、様
々
な
法
律
に
分
散
し
て
お
り
、

一
つ
の
法
律
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
明
治
三
十
二
年
に
制
定
さ

れ
た
商
法
、
昭
和
十
三
年
に
制
定
さ

れ
た
有
限
会
社
法
は
、
と
も
に
片
仮

名
文
語
体
表
記
と
な
っ
て
お
り
、
非

常
に
読
み
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
会
社
に
関
す
る
法

律
を
一
本
に
ま
と
め
て
条
文
を
再
構

成
す
る
と
と
も
に
、
平
仮
名
口
語
体

表
記
で
体
系
的
で
分
か
り
や
す
い
法

律
と
し
て
会
社
法
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
内
容
的
に
も
大
改
正
さ
れ
、特
に
、

中
小
企
業
に
関
連
す
る
部
分
と
し
て

は
、
株
式
会
社
制
度
と
有
限
会
社
制

度
の
統
合
、
機
関
設
計
の
柔
軟
化
、

事
業
承
継
に
活
用
で
き
る
株
式
制
度

の
拡
充
、
会
計
参
与
制
度
の
導
入
、

最
低
資
本
金
の
撤
廃
、
合
同
会
社
の

新
設
な
ど
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
も
様
々
で
す
。

　「
高
齢
に
な
っ
て
き
た
の
で
そ
ろ
そ

ろ
息
子
に
事
業
を
継
が
せ
た
い
が
、

相
続
に
よ
り
会
社
の
経
営
に
関
係
の

な
い
親
族
に
も
株
式
が
行
き
渡
り
、

息
子
が
円
滑
に
会
社
経
営
が
で
き
る

か
ど
う
か
心
配
」「
株
式
発
行
の
工

夫
に
よ
り
円
滑
に
事
業
を
承
継
し
た

い
」
と
い
う
経
営
者
の
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
ま

ず
、
事
業
承
継
の
場
面
で
活
用
す
れ

ば
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
種
類

株
式
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

⑴
　
種
類
株
式

　
会
社
法
が
異
な
る
権
利
を
付
与
し

た
「
種
類
株
式
」
と
し
て
中
小
企
業

に
認
め
て
い
る
も
の
は
、
次
の
九
つ

で
す
。

①
　
剰
余
金
の
配
当

②
　
残
余
財
産
の
分
配

③
　
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を

行
使
で
き
る
事
項
（
議
決
権
制
限

株
式
）

④
　
譲
渡
に
よ
る
取
得
に
つ
い
て
の

会
社
の
承
認
（
譲
渡
制
限
株
式
）

⑤
　
株
主
か
ら
会
社
へ
の
株
式
取
得

請
求
権
（
取
得
請
求
権
付
株
式
）

⑥
　
会
社
に
よ
る
強
制
取
得
（
取
得

条
項
付
株
式
）

⑦
　
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
る
全
部

の
株
式
の
強
制
取
得
（
全
部
取
得

条
項
付
株
式
）

⑧
　
定
款
に
基
づ
く
種
類
株
主
総
会

の
承
認
（
拒
否
権
付
株
式
）

⑨
　
種
類
株
主
総
会
で
の
取
締
役
・

監
査
役
の
選
任
（
選
解
任
株
式
）

　
種
類
株
式
と
は
、こ
の
よ
う
に
様
々

な
条
件
に
つ
い
て
普
通
株
式
と
異
な

る
権
利
、内
容
を
持
つ
株
式
を
い
い
、

う
ま
く
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
有

効
な
事
業
承
継
対
策
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

⑵
　
譲
渡
制
限
株
式

　「
譲
渡
制
限
株
式
」
と
は
、
そ
の
株

式
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は

会
社
の
承
認
を
必
要
と
す
る
こ
と
を

定
款
で
定
め
た
株
式
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
譲
渡
を
承
認
す
る
機
関
は
、

原
則
と
し
て
、
取
締
役
会
を
設
置
し

な
い
株
式
会
社
で
は
株
主
総
会
が
、

取
締
役
会
を
設
置
す
る
株
式
会
社
で

は
取
締
役
会
が
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
会
社
が
複
数
の
種
類

の
株
式
を
発
行
し
て
い
る
場
合
に
、

一
部
の
種
類
の
株
式
に
の
み
譲
渡
制

限
を
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
会
社
法
で
は
、
一

部
の
種
類
の
株
式
に
つ
い
て
も
譲
渡

を
制
限
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
議
決

権
の
あ
る
株
式
に
の
み
譲
渡
制
限
を

行
い
、
議
決
権
制
限
株
式
に
は
譲
渡

制
限
を
行
わ
な
い
な
ど
の
制
度
設
計

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
株
主
間
の
譲
渡
に
つ
い
て

承
認
を
要
し
な
い
こ
と
、
特
定
の
属

性
を
有
す
る
者
（
従
業
員
等
）
に
対

会
社
法
に
つ
い
て

　〜種
類
株
式
の
発
行
を
中
心
に
〜
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す
る
譲
渡
に
つ
い
て
は
承
認
を
要
し

な
い
こ
と
、
譲
渡
を
承
認
し
な
い
場

合
に
お
い
て
先
買
権
者
を
あ
ら
か
じ

め
指
定
し
て
お
く
こ
と
等
を
定
款
で

定
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

⑶
　
議
決
権
制
限
株
式

　「
議
決
権
制
限
株
式
」
と
は
、
株
主

総
会
の
全
部
又
は
一
部
の
事
項
に
つ

い
て
、
議
決
権
を
行
使
で
き
な
い
株

式
を
い
い
ま
す
。
特
に
総
会
の
全
て

の
事
項
に
つ
い
て
議
決
権
を
有
し
な

い
株
式
を
「
完
全
無
議
決
権
株
式
」

と
い
い
ま
す
。
議
決
権
の
制
限
に
関

し
て
は
、
配
当
優
先
無
議
決
権
株
式

な
ど
様
々
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た

株
式
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
株
式
会
社
は
議
決
権

制
限
株
式
を
発
行
済
株
式
総
数
の
二

分
の
一
ま
で
し
か
発
行
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
会
社
法
で
は
株
式
譲
渡

制
限
会
社
に
お
い
て
は
発
行
限
度
が

撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
少
な
い
自

社
株
で
安
定
議
決
権
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

事
業
承
継
者
以
外
へ
相
続
す
る
株
式

は
議
決
権
制
限
株
式
に
す
る
な
ど
、

議
決
権
制
限
株
式
の
活
用
の
幅
が
広

が
り
ま
し
た
。

⑷
　
属
人
的
種
類
株
式

　
こ
れ
ま
で
株
式
会
社
で
は
、
原
則

と
し
て
出
資
額
に
応
じ
て
議
決
権
・

配
当
の
配
分
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
一
方
、有
限
会
社
で
は
、

定
款
に
定
め
を
お
け
ば
、
議
決
権
の

行
使
や
配
当
な
ど
に
つ
い
て
社
員
ご

と
に
異
な
る
取
扱
い
が
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
会
社
法
で
は
、
株
式
譲
渡
制
限
会

社
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
有
限

会
社
と
同
様
に
、
剰
余
金
の
配
当
・

残
余
財
産
分
配
権
・
議
決
権
に
つ
い

て
株
主
ご
と
に
異
な
る
取
扱
い
を
す

る
こ
と
を
定
款
に
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
株

式
も
内
容
の
異
な
る
種
類
株
式
と
な

り
、
属
人
的
種
類
株
式
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
株
主
の
異
な
る
ご
と
の
取

扱
い
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

①
　
議
決
権
：
一
株
に
総
議
決
権
の

過
半
数
の
議
決
権
を
与
え
る
。

　
　
一
定
数
以
上
の
株
式
を
有
す
る

株
主
の
議
決
権
を
制
限
す
る
。

②
　
剰
余
金
の
分
配
：
所
有
株
式
数

に
よ
ら
ず
「
頭
割
り
」
で
分
配
。

③
　
残
余
財
産
の
分
配
：
所
有
株
式

数
に
よ
ら
ず「
頭
割
り
」で
分
配
。

　
例
え
ば
、
事
業
承
継
者
に
「
一
株

に
総
議
決
権
の
過
半
数
の
議
決
権
を

与
え
る
」
内
容
の
株
式
を
取
得
す
る

権
利
（
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
）
を

与
え
た
と
し
ま
す
と
、
事
業
承
継
者

へ
議
決
権
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
事
業
承
継
対
策
に
大
き
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
定
款
で
こ
の
よ
う
な
異

な
る
取
扱
い
を
新
設
し
た
り
変
更
し

た
り
す
る
こ
と
は
、
株
主
の
権
利
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、
通

常
の
株
主
総
会
の
特
別
決
議
（
議
決

権
の
過
半
数
の
出
席
か
つ
出
席
株
主

の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
）
で
は
な

く
、
よ
り
厳
し
い
特
殊
決
議
（
総
株

主
の
過
半
数
、
か
つ
総
株
主
の
議
決

権
の
四
分
の
三
以
上
の
賛
成
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

⑸
　
相
続
人
等
に
対
す
る
売
渡
請
求

　
相
続
や
合
併
等
に
よ
り
会
社
に
と

っ
て
好
ま
し
く
な
い
者
に
株
式
が
分

散
す
る
こ
と
を
防
ぐ
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
、
株
式
を
譲
渡
制
限
株

式
と
し
た
場
合
で
も
、
相
続
や
合
併

等
の
事
由
に
よ
る
株
式
の
移
転
は
制

限
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
会
社
に
と

っ
て
好
ま
し
く
な
い
者
に
株
式
が
分

散
す
る
こ
と
を
阻
止
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
会
社
法
で
は
、
定
款
で
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
会
社
が
相
続
等
で

移
転
し
た
譲
渡
制
限
株
式
に
つ
い
て

売
渡
請
求
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
た
め
、
会
社
の
経
営
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
制
度
を
活
用
す
る

に
は
、
次
の
よ
う
な
注
意
点
が
あ
り

ま
す
。

①
　
請
求
期
限
：
相
続
等
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
一
年
以
内

に
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
（
議

決
権
の
過
半
数
の
出
席
か
つ
出
席

株
主
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
）

を
経
て
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

②
　
売
買
価
格
：
株
式
の
売
買
価
格

は
当
事
者
間
の
協
議
に
よ
り
ま
す

が
、
協
議
が
整
わ
な
い
場
合
、
裁

判
所
に
売
買
価
格
決
定
の
申
立
て

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
申
立
て

は
売
渡
請
求
の
日
か
ら
二
〇
日
以

内
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
　
財
源
規
制
：
剰
余
金
分
配
可
能

額
を
超
え
る
買
取
り
は
で
き
ま
せ

ん
。
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　近年、企業による脱税・申告漏れ・所得
隠しや原材料・産地の意図的な偽装、暴力
団・総会屋などの反社会的勢力に対する利
益供与などの事件により、企業コンプライ
アンスが重要視されるようになってきまし
た。
　不祥事が企業に与えるダメージは、事態
収束のために要する直接コストのみなら
ず、信用失墜、ブランド・イメージ低下、
社会的制裁など極めて大きいものとなりま
す。企業不祥事が発生しないようにコンプ
ライアンスを重視することは、企業の経営
の最重要課題の一つとなっています。
　「企業コンプライアンス」とは、コーポ
レートガバナンス（企業統治）の基本原理
の一つで、企業が法律や内規などのごく基
本的なルールに従って活動することをい
い、ビジネスコンプライアンスという場合
もあります。「コンプライアンス」は、一

般的に日本語では「法令順守」と訳され、
欧米の企業では以前から普及している概念
でしたが、日本でも企業不祥事が後を絶た
ないため重視されるようになってきまし
た。
　企業も社会の構成員の一人として会社法
だけでなく民法・刑法・労働法といった各
種一般法、その他各種業法をすべて遵守し、
従業員にもそれを徹底させなければならな
いとされ、大会社については、内部統制シ
ステム構築義務が課されています。
　組織内においてコンプライアンスを実行
できるよう経営管理し、事業活動を行うこ
と（コンプライアンスマネージメント）や、
情報提供者本人に不利益が生じない仕組み
（コンプライアンスプログラム）作りとし
て、専門部門やコンプライアンス監査など
の機能を設置し、日々変化がある社会情勢
や法令に対して、組織がコンプライアンス
対応できる態勢を整えることが求められて
います。

　角川マガジンズが運営するウォーカープ
ラスが行った「2013年全国の行ってよか
った花火大会ランキング」調査の結果、第
１位に輝いたのは、「第54回いたばし花火
大会（東京都板橋区・約1万1,000発）」で
した。
　以下、第２位「第67回あばしりオホー
ツク夏まつり花火大会（北海道網走市・約
2,500発）」、第３位「長岡まつり大花火大
会（新潟県長岡市・２万発）」、第４位「第
８回古河花火大会〜関東のドマンナカに咲
く三尺の大輪〜（茨城県古河市・２万発）」、
第５位「2013わたらせ・サマー・フェス
タ第99回足利花火大会（栃木県足利市・
２万発）」、第６位「第37回みやま納涼花
火大会（福岡県みやま市・8,000発）」と続
きます。
　歴史のある花火大会も多いですね。少し
気が早いですが、今年はどの花火大会に行
こうか夏の予定を立ててみてはいかがでし
ょうか！

　

あ
な
た
が
上
司
を
選
べ
る
と
し
た

ら
、
あ
な
た
自
身
を
選
ぶ
で
し
ょ
う

か
。
あ
な
た
と
い
う
社
長
の
下
で
、

一
従
業
員
と
し
て
働
き
た
い
と
思
う

か
想
像
し
て
み
た
こ
と
が
あ
る
で
し

ょ
う
か
。
自
分
自
身
が
自
分
の
上
司

に
な
っ
た
時
に
、
そ
の
上
司
の
下
で

一
〇
〇
％
の
力
を
発
揮
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。

　

部
下
に
対
す
る
指
示
の
仕
方
、
部

下
か
ら
の
報
告
の
受
け
方
、
面
談
で

部
下
の
話
を
聴
く
姿
勢
、
部
下
を
育

て
る
熱
意
、
部
下
が
ミ
ス
し
た
と
き

の
対
応
、
お
客
様
と
の
接
し
方
な
ど

を
客
観
的
に
振
り
返
っ
て
み
て
、「
ぜ

ひ
こ
の
人
の
下
で
働
き
た
い
」
と
思

え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
な
た
自
身
が
自
分
の
こ
と
を

「
ぜ
ひ
こ
の
人
の
下
で
働
き
た
い
！
」

と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
生
き
方

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

企業コンプライアンスとは？

行ってよかった花火大会自
分
の
上
司
が
自
分
だ
っ
た
ら


